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77度の墜落で度の墜落で 3636人が死亡したオスプレイは安全なの？人が死亡したオスプレイは安全なの？

MV-22MV-22オスプレイ。オスプレイ。離着陸時はプロペラを上に、離着陸時はプロペラを上に、航行時は前に向けます。航行時は前に向けます。（写真はウィキペディア（写真はウィキペディア・・コモンズより）コモンズより）

オスプレイの沖縄配備オスプレイの沖縄配備
問題点を総マトメ問題点を総マトメ

　オスプレイという名前を聞いたことがあり　オスプレイという名前を聞いたことがあり

ますか？　オスプレイは、ますか？　オスプレイは、アメリカ軍が配備アメリカ軍が配備

を進めている新型の航空機です。を進めている新型の航空機です。ヘリコプヘリコプ

ターとプロペラ機を合わせたような機体で、ターとプロペラ機を合わせたような機体で、

翼の先に可動式のエンジンとプロペラがあ翼の先に可動式のエンジンとプロペラがあ

り、り、離着陸時にはプロペラを上に向け、離着陸時にはプロペラを上に向け、飛行飛行

時には前に向けます。時には前に向けます。ヘリコプターと同じよヘリコプターと同じよ

うに狭い場所や艦船上で垂直に離着陸し、うに狭い場所や艦船上で垂直に離着陸し、飛飛

行機と同じような速度と距離が出ることか行機と同じような速度と距離が出ることか

ら、ら、軍隊には使い道の多い機体のようです。軍隊には使い道の多い機体のようです。

オスプレイには現在、オスプレイには現在、空軍仕様の空軍仕様のCV-22CV-22と、と、

海兵隊仕様の海兵隊仕様のMV-22MV-22のの 22種類があります。種類があります。

　オスプレイは、　オスプレイは、多くの問題点が指摘されて多くの問題点が指摘されて

います。います。これまでにこれまでに 77度の墜落事故を起こ度の墜落事故を起こ

し、し、3636人の死亡者を出しました。人の死亡者を出しました。アメリカのアメリカの

専門家は、専門家は、トラブルでエンジンが停止した場トラブルでエンジンが停止した場

合に安全に着陸する機能を持たないこと述べ合に安全に着陸する機能を持たないこと述べ

ています。ています。さらに離着陸時の騒音は、さらに離着陸時の騒音は、従来の従来の

ヘリコプターよりも大きいことが明らかにヘリコプターよりも大きいことが明らかに

なっています。なっています。日米政府は、日米政府は、オスプレイは安オスプレイは安

全、全、構造的欠陥は解消されたと主張していま構造的欠陥は解消されたと主張していま

すが、すが、データは明らかにされていません。データは明らかにされていません。

　アメリカはオスプレイを、　アメリカはオスプレイを、沖縄県に配備し沖縄県に配備し

ようとしています。ようとしています。配備先は宜野湾市の海兵配備先は宜野湾市の海兵

隊普天間基地です。隊普天間基地です。基地所属のヘリコプター基地所属のヘリコプター

約約5050機のうち、機のうち、旧型の旧型のCH-46CH-46ヘリヘリ2424機を、機を、

オスプレイに転換する予定です。オスプレイに転換する予定です。

　オスプレイの第　オスプレイの第11陣陣1212機は機は77月月2323日に山日に山

口県の海兵隊岩国基地に陸揚げされました。口県の海兵隊岩国基地に陸揚げされました。

88月中には普天間基地に移転し、月中には普天間基地に移転し、1010月から本月から本

格的な運用を開始するとしています。格的な運用を開始するとしています。

　普天間基地は宜野湾市の中心にあり、　普天間基地は宜野湾市の中心にあり、周辺周辺

は住宅密集地です。は住宅密集地です。昼夜を問わぬ騒音は、昼夜を問わぬ騒音は、住住

民の生活を破壊しています。民の生活を破壊しています。20042004年年 88月に月に

は、は、基地に隣接する大学にヘリコプターが墜基地に隣接する大学にヘリコプターが墜

落する事故が起きました。落する事故が起きました。危険な普天間基地危険な普天間基地

に、に、危険なオスプレイを配備する計画に、危険なオスプレイを配備する計画に、沖沖

縄では反対が湧き上がっています。縄では反対が湧き上がっています。
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　オスプレイは試作段階で、　オスプレイは試作段階で、22度の墜落事度の墜落事

故を起こしました。故を起こしました。19911991年の事故では死年の事故では死

者は出ませんでしたが、者は出ませんでしたが、19921992年の事故で年の事故で

はは77人が死亡しました。人が死亡しました。さらに初期生産段さらに初期生産段

階で階で22度の墜落事故を起こし、度の墜落事故を起こし、20002000年年44月月
の事故ではの事故では1919人が、人が、同年同年1212月の事故では月の事故では

44人が死亡しています。人が死亡しています。

　墜落事故で多くの死者を出しましたが、　墜落事故で多くの死者を出しましたが、

アメリカは機体の欠陥は改善されたとしアメリカは機体の欠陥は改善されたとし

て、て、20072007年から部隊配備を始めました。年から部隊配備を始めました。しし

かしかし20102010年年44月に空軍の月に空軍のCV-22CV-22がアフガがアフガ

ニスタンでの作戦中に着地失敗してニスタンでの作戦中に着地失敗して44人が人が

死亡し、死亡し、20122012年年44月にはモロッコでの演習月にはモロッコでの演習

中に海兵隊の中に海兵隊のMV-22MV-22墜落して墜落して 22人が死亡人が死亡

しています。しています。最近では最近では 66月月 1313日に日にCV-22CV-22
がフロリダ州で墜落事故を起こしました。がフロリダ州で墜落事故を起こしました。

　沖縄への配備を前に、　沖縄への配備を前に、日米両国政府は、日米両国政府は、

オスプレイは安全だというキャンペーンをオスプレイは安全だというキャンペーンを

行っています。行っています。在日海兵隊の日本語のホー在日海兵隊の日本語のホー

ムページには、ムページには、「「MV22MV22オスプレイ」オスプレイ」というという

資料が掲載されています。資料が掲載されています。そこにはそこには「アメ「アメ

リカ海兵隊の過去リカ海兵隊の過去 1010年間の戦闘回転翼航年間の戦闘回転翼航

空機で、空機で、最も低いクラス最も低いクラスAA事故率」、事故率」、「「20022002
年年55月～現在月～現在：：70,00070,000を超える飛行時間―を超える飛行時間―

死亡事故死亡事故 00」」と記載されています。と記載されています。

　この資料には、　この資料には、19911991年から年から20002000年まで年まで

のの44度の事故が含まれていません。度の事故が含まれていません。空軍で空軍で

の事故もカウントされていません。の事故もカウントされていません。

　さらにオスプレイのハワイ配備に際し行　さらにオスプレイのハワイ配備に際し行

われた環境影響評価の資料によると、われた環境影響評価の資料によると、オスオス

プレイのクラスプレイのクラスAA事故率は、事故率は、過去過去1010年では年では

従来機の従来機のCH-46CH-46より高くなっています。より高くなっています。アア

メリカがオスプレイに関して発表しているメリカがオスプレイに関して発表している

データは、データは、国内向けと日本向けで大きな差国内向けと日本向けで大きな差

があるようです。があるようです。

77度の墜落で度の墜落で 3636人が死亡人が死亡問題点問題点 11

離着陸時の騒音増大　低周波は一部地域で基準超え離着陸時の騒音増大　低周波は一部地域で基準超え問題点問題点 22

　アメリカ政府は、　アメリカ政府は、オスプレイをカリフォオスプレイをカリフォ

ルニアの海兵隊基地に配備する際にアセスルニアの海兵隊基地に配備する際にアセス

メントを行いました。メントを行いました。その報告書では従来その報告書では従来

機の機のCH-46CH-46と比較すると、と比較すると、オスプレイは巡オスプレイは巡

航時の騒音はやや小さく、航時の騒音はやや小さく、離着陸時の騒音離着陸時の騒音

はやや大きいとしています。はやや大きいとしています。

　また日本政府は昨年末、　また日本政府は昨年末、沖縄県に対し沖縄県に対し

て、て、名護市辺野古での新基地建設に関する名護市辺野古での新基地建設に関する

アセスメントの評価書を提出しました。アセスメントの評価書を提出しました。ここ

の評価書の中には、の評価書の中には、オスプレイが飛行時にオスプレイが飛行時に

発生する低周波音について、発生する低周波音について、一部の地域で一部の地域で

は心理的は心理的・・生理的に影響を与える基準を上生理的に影響を与える基準を上

回ると記載されています。回ると記載されています。

　　20112011年年 11月にはアメリカのアラバマ州月にはアメリカのアラバマ州

で、で、住民の苦情によって空軍がオスプレイ住民の苦情によって空軍がオスプレイ

の訓練を中止する事態も起きています。の訓練を中止する事態も起きています。

　普天間基地周辺の住民は、　普天間基地周辺の住民は、離陸離陸・・周回周回・・

着陸を繰り返す訓練の騒音に悩まされてい着陸を繰り返す訓練の騒音に悩まされてい

ます。ます。離着陸時の騒音増大は、離着陸時の騒音増大は、住民に多く住民に多く

の苦痛を与えるでしょう。の苦痛を与えるでしょう。

専門家やメディアが指摘専門家やメディアが指摘

日米が隠すオスプレイ日米が隠すオスプレイ44つの問題点つの問題点
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　ヘリコプターは飛行中にエンジンが停止　ヘリコプターは飛行中にエンジンが停止

した場合、した場合、機体が落下を始めると、機体が落下を始めると、下から下から

の風を受けてプロペラが回転し、の風を受けてプロペラが回転し、その揚力その揚力

で不時着の際の衝撃を弱めることができまで不時着の際の衝撃を弱めることができま

す。す。これをオートローテーションと言いまこれをオートローテーションと言いま

す。す。オスプレイは、オスプレイは、離着陸時にはプロペラ離着陸時にはプロペラ

を上に向けて、を上に向けて、ヘリコプターの様に飛行しヘリコプターの様に飛行し

ますが、ますが、オートローテーション機能が無いオートローテーション機能が無い

ようです。ようです。

『琉球新報』『琉球新報』（（20122012年年 11月月 2323日）日）は次のは次の

ように報じています。ように報じています。

『米国防総省付属機関『米国防総省付属機関・・国防分析研究所国防分析研究所

（（IDAIDA））でで19921992年から年から1717年間、年間、オスプレイオスプレイ

の技術評価を担当した元主任分析官レックの技術評価を担当した元主任分析官レック

スス・・リボロ氏が米下院の公聴会でリボロ氏が米下院の公聴会で「オート「オート

ローテーション機能の欠如」ローテーション機能の欠如」をを「重要な問「重要な問

題点」題点」と明らかにし、と明らかにし、「飛行中にエンジンが「飛行中にエンジンが

停止した場合の緊急着陸機能が欠如してい停止した場合の緊急着陸機能が欠如してい

る。る。人命軽視の軍用機だ」人命軽視の軍用機だ」と証言した』。と証言した』。

　さらに報道機関の取材によって、　さらに報道機関の取材によって、オスプオスプ

レイがエンジン停止のトラブルを起こしたレイがエンジン停止のトラブルを起こした

　オスプレイが離着陸する際に、　オスプレイが離着陸する際に、回転する回転する

プロペラが下方向に巻き起こす風圧は、プロペラが下方向に巻き起こす風圧は、相相

当に強いようです。当に強いようです。ニューヨーク市ではニューヨーク市では

20102010年年55月に、月に、展示飛行で飛来したオスプ展示飛行で飛来したオスプ

レイが会場の公園に着陸しょうとした際、レイが会場の公園に着陸しょうとした際、

風圧で周りの木を折り、風圧で周りの木を折り、1010人が怪我する事人が怪我する事

故が起きました。故が起きました。

　沖縄県が入手したアメリカ海軍のレポー　沖縄県が入手したアメリカ海軍のレポー

トは、トは、離着陸時にエンジンの排気によって離着陸時にエンジンの排気によって

火災を引き起こす可能性があることを明ら火災を引き起こす可能性があることを明ら

かにしています。かにしています。レポートによると米軍レポートによると米軍

は、は、離着陸に際して茂みを避けることなど離着陸に際して茂みを避けることなど

で火災は回避できるとしているようです。で火災は回避できるとしているようです。

　オスプレイが配備される普天間基地の滑　オスプレイが配備される普天間基地の滑

走路はアスファルトで覆われています。走路はアスファルトで覆われています。しし

かし、かし、オスプレイが飛んでいく先の一つでオスプレイが飛んでいく先の一つで

ある北部訓練場は、ある北部訓練場は、森林地帯です。森林地帯です。ヘリコヘリコ

プター離着陸帯プター離着陸帯（ヘリパット）（ヘリパット）の周辺にはの周辺には

民家もあります。民家もあります。オスプレイの離着陸で事オスプレイの離着陸で事

故が発生する危険性は大きいでしょう。故が発生する危険性は大きいでしょう。

離着陸時に強い風圧と排気離着陸時に強い風圧と排気問題点問題点 33

緊急時に安全な着陸ができない緊急時に安全な着陸ができない問題点問題点 44
場合には、場合には、プロペラを上に向けたヘリコププロペラを上に向けたヘリコプ

ターモードではなく、ターモードではなく、プロペラを前に向けプロペラを前に向け

た飛行機モードで滑空して着陸することがた飛行機モードで滑空して着陸することが

明らかになりました。明らかになりました。しかしオスプレイのしかしオスプレイの

プロペラは機体の高さよりも長いため、プロペラは機体の高さよりも長いため、前前

に向けたまま着陸すればプロペラが地面にに向けたまま着陸すればプロペラが地面に

接触します。接触します。これでは安全に着陸することこれでは安全に着陸すること

はできません。はできません。そのため飛行機モードでのそのため飛行機モードでの

緊急着陸時には、緊急着陸時には、プロペラは機体にぶつかプロペラは機体にぶつか

らないように、らないように、外れる設計になっているよ外れる設計になっているよ

うです。うです。この場合、この場合、機体や搭乗者は安全か機体や搭乗者は安全か

もしれませんが、もしれませんが、プロペラが飛散することプロペラが飛散すること

になり、になり、周辺に大きな損害を与えることが周辺に大きな損害を与えることが

想定されます。想定されます。
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岩国基地とキャンプ富士に分遣隊を派遣岩国基地とキャンプ富士に分遣隊を派遣

全国全国 66ルートで低空飛行訓練を実施ルートで低空飛行訓練を実施
　アメリカ海軍省と海兵隊は今年　アメリカ海軍省と海兵隊は今年 44 月、月、

「「MV-22MV-22航空機の海兵隊普天間基地への配備航空機の海兵隊普天間基地への配備

と日本での運用に関する環境報告書」と日本での運用に関する環境報告書」を作成を作成

しました。しました。アメリカ政府から報告書を入手しアメリカ政府から報告書を入手し

た防衛省は、た防衛省は、66月月1313日に報告書を沖縄県に提日に報告書を沖縄県に提

出しました。出しました。この報告書は、この報告書は、沖縄防衛局の沖縄防衛局の

ホームページに掲載されています。ホームページに掲載されています。

　日本政府はこれまで、　日本政府はこれまで、オスプレイの配備はオスプレイの配備は

従来使用されていたヘリコプター従来使用されていたヘリコプターCH-46CH-46のの
機種変更であると説明してきました。機種変更であると説明してきました。しかししかし

報告書によればオスプレイは、報告書によればオスプレイは、これまでこれまでCH-CH-
4646が行っていなかった、が行っていなかった、岩国基地岩国基地（山口県）（山口県）

とキャンプ富士とキャンプ富士（静岡県）（静岡県）での定期的な訓練での定期的な訓練

や、や、全国全国66ルートでの低空飛行訓練を実施すルートでの低空飛行訓練を実施す

るとしています。るとしています。

　報告書によれば、　報告書によれば、海兵隊はオスプレイの分海兵隊はオスプレイの分

遣隊を、遣隊を、毎月毎月 22日から日から 33日、日、11回に回に 22機から機から

66 機、機、岩国基地かキャンプ富士に派遣しま岩国基地かキャンプ富士に派遣しま

す。す。分遣隊は岩国基地やキャンプ富士で飛行分遣隊は岩国基地やキャンプ富士で飛行

訓練を行うだけでなく、訓練を行うだけでなく、全国全国66ルートを使用ルートを使用

して低空飛行訓練を行います。して低空飛行訓練を行います。66ルートは以ルートは以

下の通りです。下の通りです。

①グリーン①グリーン・・ルート　青森～岩手～宮城～福島ルート　青森～岩手～宮城～福島

②ピンク②ピンク・・ルート　　青森～秋田～山形ルート　　青森～秋田～山形

③ブルー③ブルー・・ルート　　山形～福島～群馬～新潟　ルート　　山形～福島～群馬～新潟　

　　　　　　　　　　～長野～岐阜　　　　　　　　　　～長野～岐阜

④オレンジ④オレンジ・・ルート　和歌山～徳島～高知～愛媛ルート　和歌山～徳島～高知～愛媛

⑤イエロー⑤イエロー・・ルート　大分～福岡～熊本～宮崎ルート　大分～福岡～熊本～宮崎

⑥パープル⑥パープル・・ルート　沖縄諸島～奄美群島ルート　沖縄諸島～奄美群島

　　　　　　　　　　～薩南諸島　　　　　　　　　　～薩南諸島

　低空飛行訓練は　低空飛行訓練は 11年間に年間に 330330回行われま回行われま

す。す。これにはこれには1010時間の夜間飛行訓練時間の夜間飛行訓練（（2222時時
からから77時）時）も含まれています。も含まれています。また飛行高度また飛行高度

はは 150150メートルまでとしています。メートルまでとしています。

　低空飛行訓練は、　低空飛行訓練は、米軍機が実戦を想定して米軍機が実戦を想定して

連絡先連絡先

空軍空軍

三沢基地三沢基地

海軍海軍

厚木基地厚木基地

海兵隊海兵隊

キャンプ富士キャンプ富士海兵隊海兵隊

岩国基地岩国基地

海兵隊海兵隊

普天間基地地普天間基地地

①①
②②

③③

④④
⑤⑤

⑥⑥

行う訓練です。行う訓練です。ルート上にある学校や病院、ルート上にある学校や病院、

鉄道や港湾を仮想の攻撃目標として、鉄道や港湾を仮想の攻撃目標として、レーレー

ダーに捕捉されないようにダーに捕捉されないように150150メートルかそメートルかそ

れ以下の高度で飛行します。れ以下の高度で飛行します。そのためルートそのためルート

下での騒音被害は大きく、下での騒音被害は大きく、また度々、また度々、墜落事墜落事

故を起こしています。故を起こしています。

　ただでさえ危険な低空飛行訓練を、　ただでさえ危険な低空飛行訓練を、欠陥機欠陥機

オスプレイが行えば、オスプレイが行えば、どのような事故が起きどのような事故が起き

るかわかりません。るかわかりません。

　沖縄と本土の市民が力を合わせて、　沖縄と本土の市民が力を合わせて、オスプオスプ

レイの配備に反対していきましょう。レイの配備に反対していきましょう。

オスプレイのオスプレイの

低空飛行訓練ルート低空飛行訓練ルート


